
●
本
特
集
の
目
的

二
○
○
四
年
一
○
月
二
○
日
に
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権

が
発
足
し
て
一
年
以
上
が
経
っ
た
。
当
時
、
多
く

の
国
民
は
向
こ
う
一
年
間
の
う
ち
に
、
治
安
・
社

会
問
題
が
大
き
な
改
善
を
見
せ
、
投
資
や
経
済
活

動
も
回
復
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
対
外
的
イ
メ

ー
ジ
が
よ
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
史
上
初
の
大
統
領
直
接
選
挙
を
経
て
発
足

し
た
こ
と
も
あ
り
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
へ
の
国
民
の

期
待
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、

あ
ま
り
に
も
大
き
な
期
待
が
新
政
権
へ
の
重
荷
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
心
配
さ
え
あ
っ
た
。

ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
は
一
年
間
、
何
を
し
て
き
た
の

か
。
一
九
九
八
年
五
月
に
ス
ハ
ル
ト
政
権
が
崩
壊

し
た
後
、
ハ
ビ
ビ
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ
ン
・
ワ

ヒ
ド
（
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
）、
メ
ガ
ワ
テ
ィ
と
政
権

交
代
が
繰
り
返
さ
れ
、
社
会
不
安
や
経
済
低
迷
に

喘
い
で
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
下

で
前
に
進
み
始
め
た
の
か
。「
変
化
」
を
掲
げ
る

ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
の
一
年
で
何
が
「
変
化
」
し
始
め
、

何
が
「
変
化
」
し
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
今
後

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
か
。

本
特
集
は
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
が
目
指
す
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
「
成
長
」
と
「
安
定
」
の
両
立
と
い
う

観
点
を
踏
ま
え
、
過
去
一
年
の
新
政
権
の
動
き
を

振
り
返
っ
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、
新
政
権
の
直

面
す
る
課
題
へ
の
今
後
の
取
り
組
み
や
目
指
す
方

向
性
に
つ
い
て
、
視
点
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的

に
組
ま
れ
た
。
な
お
前
段
階
と
し
て
、
平
成
一
六

年
度
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
機
動
研
究
事
業
の
成
果

で
あ
る
松
井
・
川
村
編
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
総
選
挙

と
新
政
権
の
始
動
│
メ
ガ
ワ
テ
ィ
か
ら
ユ
ド
ヨ
ノ

へ
』（
明
石
書
店
よ
り
二
○
○
五
年
八
月
に
出
版
。

本
号
五
四
ペ
ー
ジ
の
「
新
刊
紹
介
」
を
参
照
）
に

お
い
て
、
二
○
○
四
年
総
選
挙
か
ら
新
政
権
の
始

動
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
詳
細
に
論
じ
た
。
あ
わ
せ

て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

●
不
満
が
増
加
、
ま
だ
高
い
期
待

ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
は
、
過
去
一
年
の
大
半
を
二
○

○
四
年
一
二
月
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
の
緊
急
支
援
・
復
興

に
追
わ
れ
た
が
、
間
も
な
く
一
年
を
迎
え
よ
う
と

す
る
二
○
○
五
年
一
○
月
一
日
、
石
油
燃
料
価
格

を
平
均
一
○
八
％
と
大
幅
に
引
き
上
げ
た
と
同
時

に
、
二
○
○
二
年
一
○
月
に
続
く
バ
リ
島
で
の
二

度
目
の
連
続
爆
弾
テ
ロ
事
件
に
見
舞
わ
れ
た
。
直

接
選
挙
で
選
ば
れ
た
大
統
領
が
あ
え
て
不
人
気
政

策
を
断
行
し
、
同
時
に
治
安
維
持
上
の
大
き
な
汚

点
を
残
す
事
件
に
遭
遇
し
た
。
政
権
発
足
後
一
年

の
間
に
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
に
対
す
る
国
民
の
満
足

度
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
年
前
を
振
り
返
る
と
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
は
、

政
権
発
足
の
翌
日
（
一
○
月
二
一
日
）
に
初
閣
議

を
開
き
、
一
週
間
内
に
各
省
庁
が
一
○
○
日
ア
ジ

ェ
ン
ダ
を
発
表
、
と
い
う
ス
タ
ー
ト
・
ダ
ッ
シ
ュ

を
み
せ
、
国
民
は
そ
う
し
た
「
や
る
気
」
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
た
。
大
統
領
選
挙
時
に
ユ
ド
ヨ
ノ

と
カ
ラ
が
国
民
へ
提
示
し
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
国
民
と
約
束
し
た
「
政
治
契
約
」
と

し
て
、
政
権
発
足
後
三
カ
月
以
内
の
策
定
を
義
務

付
け
ら
れ
た
中
期
開
発
計
画
の
基
本
と
な
っ
た
。

国
民
は
大
き
な
期
待
と
と
も
に
、
こ
の
「
政
治
契

約
」
が
遵
守
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
厳
し
く
見
守
る

こ
と
に
な
っ
た
。
実
際
、
二
○
○
四
年
総
選
挙
で

信
頼
を
得
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
各
社
の
世

論
調
査
は
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
発
足
後
も
、
定
期
的

な
満
足
度
調
査
の
形
で
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
国
内
の
有
力
朝
刊
紙
『
コ
ン
パ

ス
』
は
、
全
国
三
二
都
市
で
約
一
○
○
○
〜
二
○

○
○
人
を
対
象
に
、
発
足
一
カ
月
後
、
三
カ
月
後
、

は
じ
め
に̶

ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
の
一
年
を
振
り
返
る

特集／インドネシア・ユドヨノ政権の１年

松
井
和
久

特
集
特
集
／
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
の
１
年
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六
カ
月
後
、
九
カ
月
後
、
そ
し
て
一
年
後
と
い
う

区
切
り
で
、
経
済
、
政
治
・
治
安
、
法
秩
序
、
社

会
福
祉
の
四
点
に
対
す
る
満
足
度
調
査
を
行
っ
て

い
る
（
表
１
）。
こ
の
一
年
間
の
満
足
度
の
変
化

を
一
言
で
言
え
ば
、
政
権
発
足
時
か
ら
満
足
度
は

低
下
し
た
が
、
一
年
経
っ
て
も
そ
れ
な
り
の
満
足

度
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
満
足
度
は
六
カ

月
後
ま
で
に
下
が
っ
た
後
、
九
カ
月
後
に
は
い
っ

た
ん
上
昇
し
、
一
年
後
時
点
で
再
び
低
下
し
た
。

な
か
で
も
「
経
済
」
は
、「
ユ
ド
ヨ
ノ
に
投
票
し

た
者
」
で
九
カ
月
時
の
五
三
・
三
％
か
ら
一
年
時

の
三
六
・
九
％
へ
、「
ユ
ド
ヨ
ノ
に
投
票
し
な
か

っ
た
者
」
で
は
同
じ
く
三
四
・
二
％
か
ら
二
二
・

三
％
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
低
下
し
た
。
汚
職
摘

発
、
ア
チ
ェ
和
平
な
ど
が
満
足
度
上
昇
に
貢
献
し

た
と
見
ら
れ
る
一
方
、
国
際
石
油
市
況
の
上
昇
で

余
儀
な
く
さ
れ
る
石
油
燃
料
価
格
値
上
げ
な
ど
の

不
人
気
な
政
策
が
と
く
に
経
済
面
で
の
評
価
を
引

き
下
げ
て
い
る
。

他
方
、
政
権
の
能
力
に
対
す
る
確
信
度
は
、
グ

ス
・
ド
ゥ
ル
政
権
や
メ
ガ
ワ
テ
ィ
政
権
の
発
足
一

年
後
と
比
べ
て
も
、
は
る
か
に
高
い
値
を
示
し
て

い
る
（
表
２
）。
経
済
面
へ
の
不
満
は
高
ま
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
現
政
権
へ
の
期
待
は
依
然
と

し
て
大
き
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

で
は
知
識
人
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
家
が
盛
ん
に
政
権
批

判
を
行
っ
て
い
る
が
、
国
民
一
般
は
ま
だ
ユ
ド
ヨ

ノ
政
権
を
見
限
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
政
権

へ
の
対
抗
勢
力
が
見
え
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。

●
進
む
汚
職
の
摘
発

過
去
の
政
権
が
手
を
つ
け
よ
う
に
も
で
き
な
か

っ
た
か
、
敢
え
て
手
を
つ
け
て
こ
な
か
っ
た
様
々

な
タ
ブ
ー
の
際
た
る
も
の
が
汚
職
問
題
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
本
特
集
の
川
村
論
文
が

詳
説
す
る
が
、
世
界
有
数
の
汚
職
大
国
と
レ
ッ
テ

ル
を
貼
ら
れ
、「
汚
職
は
文
化
」
と
内
外
か
ら
諦

め
ら
れ
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
、
二
○

○
四
年
か
ら
動
き
始
め
た
汚
職
摘
発
の
動
き
が
ユ

ド
ヨ
ノ
政
権
下
で
一
気
に
加
速
し
た
。
初
め
は
地

方
議
会
や
地
方
首
長
の
汚
職
摘
発
か
ら
始
ま
り
、

総
選
挙
委
員
会
（
Ｋ
Ｐ
Ｕ
）
の
裏
金
問
題
、
宗
教

省
に
よ
る
巡
礼
基
金
の
流
用
、
国
会
議
員
の
地
方

政
府
に
対
す
る
口
利
き
、
な
ど
中
央
レ
ベ
ル
の
政

府
機
関
に
摘
発
は
及
び
、
つ
い
に
は
裁
判
所
で
の

判
決
買
収
問
題
な
ど
司
法
に
お
け
る
汚
職
に
ま
で

メ
ス
が
入
り
、
直
近
で
は
最
高
裁
判
所
内
の
汚
職

の
摘
発
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ド
ヨ
ノ
の

全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得
た
汚
職
撲
滅
委
員

会
（
Ｋ
Ｐ
Ｋ
）
が
獅
子
奮
迅
の
活
躍
を
見
せ
、
汚

職
容
疑
者
摘
発
、
汚
職
裁
判
に
関
す
る
記
事
が
メ

デ
ィ
ア
に
載
ら
な
い
日
は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
ユ

ド
ヨ
ノ
自
身
に
汚
職
に
ま
つ
わ
る
噂
が
な
く
、

「
上
が
汚
職
ま
み
れ
だ
か
ら
下
も
そ
う
な
の
だ
」

と
い
う
論
理
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

危
機
感
を
抱
い
た
勢
力
は
、
カ
ラ
副
大
統
領
や

バ
ク
リ
経
済
調
整
大
臣
な
ど
実
業
家
出
身
閣
僚
の

利
益
誘
導
や
汚
職
の
兆
候
を
探
ろ
う
と
懸
命
だ
が
、

決
定
打
を
放
て
て
は
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
前
Ｋ

Ｐ
Ｕ
委
員
の
ハ
ミ
ッ
ド
法
務
人
権
大
臣
が
Ｋ
Ｐ
Ｋ

の
事
情
聴
取
は
受
け
た
も
の
の
、
今
の
と
こ
ろ
う

ま
く
裁
判
沙
汰
を
逃
れ
て
い
る
点
な
ど
、
身
内
に

は
甘
い
面
が
ま
だ
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か

通
関
、
租
税
事
務
所
な
ど
で
の
汚
職
も
投
資
阻
害

要
因
と
し
て
摘
発
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
若
干

の
成
果
は
上
が
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
不
十
分
と
見

ら
れ
る
。
石
油
燃
料
価
格
引
き
上
げ
を
見
越
し
た

燃
料
密
輸
、
そ
れ
も
国
営
石
油
会
社
プ
ル
タ
ミ
ナ

の
地
方
事
務
所
が
絡
ん
だ
組
織
的
な
密
輸
ま
で
も

が
、
摘
発
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

●
ア
チ
ェ
和
平
合
意
の
実
現

汚
職
と
と
も
に
タ
ブ
ー
へ
の
挑
戦
と
し
て
特
筆

で
き
る
の
が
、
ア
チ
ェ
和
平
合
意
の
締
結
で
あ
る
。

河
野
論
文
が
そ
の
内
容
を
詳
述
し
て
い
る
が
、
ア

チ
ェ
の
反
政
府
勢
力
・
独
立
ア
チ
ェ
運
動
（
Ｇ
Ａ

Ｍ
）
に
対
し
て
メ
ガ
ワ
テ
ィ
前
政
権
が
軍
事
的
に

強
硬
姿
勢
を
示
し
た
た
め
、
事
態
は
一
層
泥
沼
化

し
、
和
平
へ
の
希
望
が
遠
の
き
始
め
て
い
た
。
そ

ん
な
矢
先
に
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
が
発
生

し
、
一
般
住
民
に
加
え
て
Ｇ
Ａ
Ｍ
兵
士
に
も
多
大

な
犠
牲
者
が
発
生
、
緊
急
支
援
・
復
興
を
ユ
ド
ヨ

ノ
政
権
が
中
心
に
諸
外
国
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

行
っ
た
た
め
、
支
援
活
動
に
関
わ
れ
な
い
Ｇ
Ａ
Ｍ

へ
の
住
民
の
支
持
が
低
下
し
て
い
っ
た
。
こ
の
機

を
つ
か
ん
だ
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
は
、
カ
ラ
副
大
統
領

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
和
平
交
渉
を
一
気
に
進
め
、

Ｇ
Ａ
Ｍ
に
武
装
解
除
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
帰
属

（
ア
チ
ェ
分
離
独
立
の
放
棄
）
を
認
め
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
同
時
に
、
軍
部
隊
の
撤
退
と
ア

チ
ェ
特
別
自
治
に
お
い
て
Ｇ
Ａ
Ｍ
関
係
者
を
念
頭

に
置
く
地
方
政
党
の
設
立
を
認
め
た
。
ア
チ
ェ
和

平
合
意
は
Ｅ
Ｕ
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら
な
る
国

ユドヨノに投票した者 ユドヨノに投票しなかった者

３ヵ月 ６ヵ月 ９ヵ月 １年 ３ヵ月 ６ヵ月 ９ヵ月 １年

政治・治安 72.8 54.6 68.8 56.8 53.5 44.7 52.6 45.0

法秩序 66.5 56.6 69.2 55.7 51.8 44.2 51.6 40.9

経済 52.3 39.6 53.3 36.9 33.6 25.3 34.2 22.3

国民福祉 58.0 44.8 57.5 50.2 41.7 30.5 42.4 37.4

表１ ユドヨノ政権に対する満足度 （％）

（出所）Kompas.
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際
監
視
団
が
現
場
で
監
視
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
本
名
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
は
国
軍
改
革
に
も
再
挑
戦
し
、
警

察
と
の
完
全
分
離
と
五
年
後
の
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
化
を
目
指
し
て
い
る
が
、
利
権
の
一
つ

で
あ
っ
た
国
軍
ビ
ジ
ネ
ス
に
本
格
的
な
メ
ス
を
入

れ
始
め
た
。
ま
た
、
岡
本
論
文
が
詳
述
す
る
が
、

二
○
○
四
年
の
大
統
領
直
接
選
挙
に
引
き
続
き
、

二
○
○
五
年
六
月
か
ら
州
知
事
・
県
知
事
・
市
長

の
直
接
選
挙
が
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

多
少
混
乱
も
あ
る
が
、
総
じ
て
順
調
に
推
移
し
た
。

二
○
○
四
年
一
○
月
に
新
法
が
施
行
さ
れ
た
地
方

分
権
化
は
、
地
方
政
府
の
義
務
を
明
示
し
つ
つ
中

央
・
地
方
関
係
を
再
構
築
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
目
指
す
方
向
性
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
を
見
る

限
り
、
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
が
さ
ら
に
進
み
つ
つ
あ

る
と
み
ら
れ
る
が
、
至
る
と
こ
ろ
で
守
旧
勢
力
と

の
せ
め
ぎ
合
い
が
続
く
の
も
事
実
で
あ
る
。

●
民
間
投
資
誘
致
の
方
向
性
は
明
確
、

し
か
し
高
成
長
が
必
須

汚
職
撲
滅
と
並
ぶ
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
の
重
要
課
題

は
民
間
投
資
誘
致
で
あ
る
。
雇
用
機
会
を
拡
大
し
、

一
○
○
○
万
人
以
上
の
失
業
者
を
漸
次
吸
収
し
、

所
得
向
上
を
図
っ
て
貧
困
層
人
口
を
減
少
さ
せ
て

い
く
。
雇
用
機
会
拡
大
に
は
政
府
資
金
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
り
、
国
内
・
国
外
か
ら
の
民
間
企
業

投
資
が
不
可
欠
に
な
る
た
め
、
投
資
誘
致
の
た
め

の
環
境
整
備
が
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
。
し
か
も
、

雇
用
吸
収
の
た
め
に
は
年
四
％
程
度
の
成
長
で
は

不
十
分
で
あ
り
、
七
％
以
上
の
高
成
長
を
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
業
家
出
身
者
を
閣
内
に

招
い
た
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
ビ
ジ

ネ
ス
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
政
権
の
イ
メ
ー
ジ
を
内

外
に
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工

会
議
所
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
）
と
の
協
力
関
係
も
民
間

投
資
誘
致
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
政
権

発
足
三
カ
月
後
に
中
期
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ
、

民
間
投
資
・
資
金
の
動
員
な
し
に
は
実
現
不
可
能

な
開
発
資
金
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
ユ
ド

ヨ
ノ
大
統
領
を
先
頭
に
、
海
外
で
の
首
脳
会
議
な

ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
場
を
使
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

へ
の
投
資
誘
致
を
訴
え
始
め
た
の
で
あ
る
。

そ
の
頂
点
が
二
○
○
五
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た

イ
ン
フ
ラ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
り
、
ス
マ
ト
ラ
沖
大

地
震
・
津
波
被
害
の
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

五
○
○
人
以
上
の
出
席
者
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
民
間
の
参
加
を
仰
ぐ
傾

向
は
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
下
で
高
ま
っ
た
が
、
石
田
論

文
が
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
動
き
は
ま
だ
本
格
化

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
桑
原
論
文
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
そ
の
後
、
七
月
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
バ
タ

ム
島
保
税
区
ス
テ
ー
タ
ス
の
明
確
化
な
ど
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
、
一
○
月
一
日
の
石
油
燃
料
価
格
値

上
げ
の
補
償
政
策
で
産
業
界
へ
も
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
与
え
ら
れ
た
が
、
通
関
・
税
務
・
労
務
な
ど

で
出
さ
れ
た
優
遇
措
置
に
は
画
期
的
な
も
の
は
ま

だ
見
ら
れ
な
い
。
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
が
掲
げ
る
民
間

投
資
誘
致
と
い
う
方
向
性
は
明
確
で
あ
る
も
の
の
、

そ
の
決
定
打
と
な
る
よ
う
な
政
策
は
こ
の
一
年
間

に
打
ち
出
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

長
年
待
た
れ
る
新
投
資
法
も
、
許
可
制
か
ら
登

録
制
へ
の
移
行
な
ど
投
資
促
進
へ
向
け
て
根
本
的

な
改
善
が
期
待
で
き
る
内
容
を
こ
ぼ
れ
聞
く
が
、

政
権
発
足
一
年
内
の
制
定
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
濱

田
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
内
民
間
資
金
の

動
員
に
つ
い
て
も
不
十
分
な
現
実
が
あ
る
。

●
石
油
燃
料
価
格
値
上
げ
の
断
行

ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
が
民
間
投
資
誘
致
に
集
中
で
き

な
か
っ
た
最
大
の
原
因
は
、
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震

・
津
波
、
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
の
外
的
な
シ
ョ

ッ
ク
へ
の
対
応
に
忙
殺
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ユ

ド
ヨ
ノ
政
権
は
経
済
政
策
を
「
安
定
」
か
ら
「
成

長
」
志
向
へ
転
換
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結

局
こ
の
一
年
間
は
財
政
破
綻
を
回
避
す
る
た
め
の

「
安
定
」
の
維
持
に
手
一
杯
で
あ
っ
た
。

と
く
に
原
油
価
格
高
騰
は
、
石
油
燃
料
向
け
補

助
金
の
削
減
と
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
た
。
前

政
権
ま
で
長
年
放
置
し
て
き
た
石
油
燃
料
に
関
す

る
内
外
価
格
差
を
是
正
し
、
国
内
価
格
を
国
際
価

格
に
近
づ
け
、
財
政
破
綻
を
回
避
す
る
た
め
、
ユ

ド
ヨ
ノ
政
権
は
発
足
直
後
か
ら
、
石
油
燃
料
補
助

金
の
削
減
と
石
油
燃
料
価
格
値
上
げ
は
不
可
避
と

国
民
に
訴
え
続
け
て
き
た
。
産
業
用
燃
料
価
格
を

小
刻
み
に
値
上
げ
し
、
家
庭
用
な
ど
は
二
○
○
五

年
三
月
に
引
き
上
げ
た
。
他
方
、
一
九
九
○
年
代

に
石
油
部
門
へ
の
投
資
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
理
由
に
国
内
原
油
生
産
が
減
少
す
る

一
方
、
国
内
原
油
需
要
は
大
幅
に
増
加
、
そ
れ
を

賄
う
原
油
輸
入
も
増
加
さ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

産
油
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
原
油
の
純
輸
入
国
と
な

アブドゥルラフマン・
ワヒド政権

メガワティ政権 ユドヨノ政権

６ヵ月 ９ヵ月 １年 ６ヵ月 ９ヵ月 １年 ６ヵ月 ９ヵ月 １年

政治・治安 70.7 52.6 47.9 63.2 60.2 52.7 77.3 81.9 73.5

法秩序 72.4 54.7 54.8 58.5 55.7 46.5 77.8 82.3 73.0

経済 67.3 52.0 44.1 54.0 58.0 47.2 69.6 77.5 64.2

国民福祉 76.1 57.1 54.2 62.0 63.1 51.6 74.5 78.6 70.1

表２ 政権の能力に対する確信度 （％）

（出所）Kompas.
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っ
た
。
国
際
市
況
で
の
原
油
価
格
高
騰
に
拍
車
が

か
か
る
な
か
で
、
政
府
は
予
算
策
定
・
執
行
に
関

す
る
原
油
基
準
価
格
の
度
重
な
る
改
定
と
そ
の
た

び
の
石
油
燃
料
向
け
補
助
金
額
急
増
に
悲
鳴
を
上

げ
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
は
二
○
○

五
年
一
○
月
に
石
油
燃
料
価
格
を
二
倍
以
上
に
引

き
上
げ
る
政
策
を
断
行
す
る
に
至
る
。

も
し
今
回
の
値
上
げ
が
見
送
ら
れ
れ
ば
、
原
油

価
格
高
騰
の
流
れ
が
急
反
転
し
な
い
限
り
、
財
政

破
綻
ま
た
は
今
回
以
上
の
値
上
げ
断
行
が
起
こ
り
、

政
権
は
存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
が
、
石
油
燃
料
価
格
値
上
げ

は
や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

●
我
慢
を
続
け
る
国
民

石
油
燃
料
価
格
値
上
げ
は
、
一
九
九
八
年
五
月

の
ス
ハ
ル
ト
退
陣
の
引
き
金
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
の
後
の
各
政
権
は
そ
れ
を
学
習
し
て
及

び
腰
に
対
処
し
て
き
た
。
幸
い
、
今
回
は
二
倍
以

上
と
い
う
尋
常
で
な
い
値
上
げ
幅
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
を
揺
る
が
す
よ
う
な
抗
議
行

動
は
起
き
て
い
な
い
。
政
権
へ
の
満
足
度
が
低
下

傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
現
政
権
か
ら
乗
り
換
え

ら
れ
る
よ
う
な
対
抗
勢
力
が
見
え
な
い
現
状
で
は
、

自
分
た
ち
が
選
挙
で
選
ん
だ
ユ
ド
ヨ
ノ
へ
託
す
以

外
に
方
法
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

失
業
者
が
減
ら
ず
、
経
済
回
復
の
実
感
に
乏
し

い
国
民
や
実
業
家
が
、
三
月
、
一
○
月
と
度
重
な

る
値
上
げ
で
、
家
計
や
事
業
採
算
に
大
打
撃
を
受

け
続
け
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

一
般
国
民
が
煮
炊
き
用
に
使
う
灯
油
も
今
回
値
上

げ
さ
れ
た
が
、
通
貨
危
機
の
前
後
も
含
め
て
、
過

去
一
○
年
近
く
全
く
値
上
げ
は
な
か
っ
た
。
現
在

の
困
窮
を
「
国
民
に
対
す
る
長
年
の
甘
や
か
し
政

策
の
ツ
ケ
」
と
言
え
な
く
も
な
い
が
、
日
々
の
生

活
に
追
わ
れ
る
一
般
国
民
に
は
身
近
な
灯
油
価
格

さ
え
上
が
る
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。
ユ
ド
ヨ
ノ
政

権
は
貧
困
層
へ
郵
便
局
を
使
っ
て
直
接
現
金
を
支

給
す
る
な
ど
の
補
償
政
策
を
採
っ
て
い
る
が
、
そ

の
場
し
の
ぎ
の
対
応
を
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会

保
障
な
ど
中
長
期
的
な
制
度
改
革
へ
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
伴
っ
た
と

き
初
め
て
、
我
慢
を
続
け
る
国
民
か
ら
も
、
石
油

燃
料
価
格
値
上
げ
が
英
断
だ
っ
た
と
の
評
価
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

●
期
待
が
失
望
へ
変
わ
ら
ぬ
う
ち
に
…

ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
の
一
年
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
我
々
国
外
か
ら
見
る
の
と
一
般
国
民
な
ど

国
内
の
反
応
と
に
温
度
差
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
全
般
に
日
本
を
含
む
諸
外
国
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
好
意
的
に
み
て
お
り
、
と
く
に
ア

メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
国
際
テ
ロ
対
策
の

観
点
か
ら
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
重
視
し
た
対
応
を

見
せ
て
い
る
。
国
際
社
会
が
事
実
上
ス
ハ
ル
ト
を

見
限
っ
た
一
九
九
八
年
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
一

○
月
の
石
油
燃
料
価
格
値
上
げ
も
、
我
々
も
含
め

て
、「
英
断
で
あ
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。
経

済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
へ
の
動

き
の
な
か
で
、
二
億
人
以
上
の
人
口
を
抱
え
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
期
待
も
大
き
い
の
で
あ
る
。

他
方
、
二
○
○
四
年
大
統
領
直
接
選
挙
で
ユ
ド

ヨ
ノ
を
大
統
領
に
選
ん
だ
国
民
は
、
政
権
へ
の
期

待
が
異
常
な
ほ
ど
高
か
っ
た
。
そ
の
反
動
で
、
魔

法
の
よ
う
に
状
況
を
改
善
で
き
な
い
政
権
へ
の
不

満
は
す
ぐ
に
高
ま
る
だ
ろ
う
。
日
々
の
生
活
は
困

窮
の
度
を
深
め
て
い
る
。
し
か
し
、
自
ら
が
選
ん

だ
政
権
で
あ
り
、
ユ
ド
ヨ
ノ
以
外
に
託
せ
る
選
択

肢
が
な
い
の
で
、
ま
だ
じ
っ
と
我
慢
し
て
い
る
。

も
し
か
す
る
と
、
国
民
へ
の
大
統
領
直
接
選
挙
の

学
習
効
果
が
現
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

新
し
い
「
変
化
」
の
芽
を
摘
み
取
り
、
既
得
権

益
を
維
持
す
る
た
め
に
制
度
の
換
骨
奪
胎
を
図
ろ

う
と
す
る
エ
リ
ー
ト
層
が
存
在
す
る
こ
と
も
強
調

し
て
お
き
た
い
。
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
の
一
年
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
い
が
、
米
倉
論
文
が
指
摘
す
る
通

り
、
政
府
が
「
優
し
い
開
発
」
を
標
榜
し
て
い
て

も
、
現
場
で
は
一
般
国
民
に
「
苛
烈
な
開
発
」
が

強
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
う
し
た
外
に
見
え

に
く
い
小
さ
な
現
実
の
繰
り
返
し
も
ま
た
、
国
民

の
期
待
を
失
望
へ
変
え
て
い
く
遠
因
と
な
る
。

二
年
目
に
入
っ
た
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
は
、
一
年
目

に
明
確
に
し
た
方
向
性
を
堅
持
し
、
さ
ら
な
る

「
成
長
」
を
果
敢
に
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
災
害
や
原
油
価
格
高
騰
な
ど
の
外
的
シ
ョ

ッ
ク
に
再
び
見
舞
わ
れ
た
と
し
て
も
、
で
あ
る
。

困
難
な
道
は
続
く
が
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
に
立
ち
止

ま
っ
て
い
る
暇
は
な
い
。
国
民
の
希
望
が
失
望
へ

変
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、
着
実
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ま 

つ
い

か
ず
ひ
さ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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